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しんぼり全体報告 

Ⅰ 事業概要 

１． 全体概要 

   開設 10 年目を迎え、さらに地域や関係機関への周知がなされてきた。コロナ禍で訪

問を控えていた対象者について一人でも多く訪問することを心掛けた。アウトリーチ

機能を活用し、東大和市から依頼のあった 65 歳以上の高齢者世帯名簿に基づき単身高

齢者・のみ世帯を戸別訪問し、生活状況の把握や事業内容・相談窓口・介護保険制度

等の広報に努め、必要に応じて介護サービスや救急代理通報システム、介護予防のた

めの地域活動参加等を提案した。名簿の整備や今までに訪問した世帯の情報が蓄積さ

れたことにより、アウトリーチ訪問を更に効率的に行えるようになり、80 歳以上の独

居、のみ世帯の状況については概ね把握ができている。 

長年、ぼっくす通信の作成に力を入れてきたことが実を結び、数年前に配布した通

信を保管していて緊急時に連絡を下さる方も多く、訪問を重ねて信頼関係を構築し相

談を受ける機会も多数あった。 

ほっと支援センターきよはらと連携して課題のある高齢者の生活状況を把握し、自

宅への同行訪問や依頼訪問の機会も多かった。ほっと支援センターきよはらで受けた

相談について円滑な支援を進めるために、地域の見守り役・つなぎ役として見守りぼ

っくすが介入のきっかけを作る機会も多かった。 

市より転入等の情報のあった世帯については、1 度は訪問して状況確認と情報の周

知に努めた。東京街道団地に複数の新しい棟ができ、独居世帯や課題を抱えた高齢者

も多いため、清原地区については 70 歳代の独居高齢者の訪問状況把握にも努めた。 

民生委員、自治会、老人会、東京都住宅供給公社窓口、サロン、自主グループ、介護

予防リーダー、社協、大きな和、そえる等の関係機関と今まで構築してきた関係を利用

し連携を図りながら事業運営にあたった。関係機関からの情報提供による訪問により、

介護保険の申請、高齢者福祉サービスの利用、地域活動への参加につながったケースも

多数ある。第２層協議体の活動に積極的に参加し、生活支援コーディネーターと連携し

て、地域課題や資源の把握・開発に努めた。また、訪問した高齢者の特技を生かしてボ

ランティアとして地域活動につなげ、高齢者の介護予防にもつながった。 

救急代理通報システム利用者で介護サービス利用のある方は、必要時にケアマネジャ

ーにも連絡を取るよう心掛け、サービス担当者会議に出席して事業内容を説明し、サー

ビス事業所と連携する機会も多かった。 
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今後も引き続き、高齢者ほっと支援センターきよはらや関係機関と連携し、地域にお

ける相談窓口としての役割を果たすとともに、地域包括システムの構築に向けて、生活

支援体制整備推進部会の一員として、その役割を担っていきたい。 

２．サービス提供 

東京都の高齢者見守り窓口設置事業である「東大和市高齢者見守りぼっくすしんぼ

り」の管理・運営に関する業務について、東大和市の委託を受けて実施した。 

高齢者の安心・安全を提供するために、高齢者からの相談受付や生活状況の把握、

関係機関と連携した見守り、救急代理通報システムによる見守り等を行っている。 

見守りぼっくす事業におけるアウトリーチ機能を十分に活用し、大きな和、民生委

員、自治会、老人会、介護予防リーダーなど、地域の活動と連携した。 

また、医療機関、東京都住宅供給公社窓口、そえる、社会福祉協議会主催の見守り・

声かけ協力員などと連携し、地域の特性や地域の課題の把握、改善・解決に尽力した。 

３．職員配置状況 

 勤務

形態 
4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

相談員 正規 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

相談員 契約 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 1 

 

  

 

Ⅱ．事業実績 

 １．サービス提供体制の充実と人材育成、キャリアアップの取り込み 

 （１）サービス提供体制の強化と多様化するニーズへの対応 

    ①サービス提供のための創意工夫による業務を実践した。 

    ②利用者の重度化、虚弱化、医療依存度の増加や介護環境など、多様化するニー 

ズに対応できる体制の構築に努めた。 
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（２）職員ひとり一人のスキルアップと次世代を担う職員の育成 

  ①職層別研修体制の充実による知識の習得とＯＪＴによる業務実践能力の習得に

努めた。 

  ②将来的な法人・施設運営の視野に立った段階的な職員育成システムの構築に 

努めた。 

    ③目標設定シートを活用し、短期・中期・長期等、期間ごとの目標へ向かって     

業務遂行を管理することで、能力及びモチベーションの向上を目指した。 

    ④チームとして業務を遂行することを基本とし、問題のある事案については市役

所、ほっと支援センター等関係機関に適宜相談し、単独で抱え込まず、専門職

としてのバーンアウトを防止した。 

 

 ２．生活・職場環境等改善の取り組み 

  （１）豊かで潤いある利用者の安全な生活環境の構築 

    ①事故、苦情などの予防、事後対応、再発防止などのリスク管理体制を強化した。 

  （２）労働環境、労働条件の改善 

    ①ワーク・ライフ・バランスの視点から、職員の仕事と生活の調和、心身の健康 

保持のための労働環境整備に努めた。 

    ②サービスの提供体制・内容と職員の業務量からのバランスと調和のとれた業務 

システムの構築を行った。 

  

３．運営体制安定化、財務体質健全化の取り組み 

  （１）施設内外からの運営体制の確立 

①法人・施設が行なうべき業務、救急代理通報システム委託業者により行われる

業務内容については市役所や他見守りぼっくすと連携し、合理的かつ効率的な

業務の再構築を行った。 

②ボランティアや民生委員など、施設を取り巻く支援体制との連携強化と社会 

資源を積極的に活用した。 
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４．実績報告 

活動分類 内容 人数・件数 

①  

見守り活動 

実施状況 

・見守り対象者名簿登載人数（直近で把握している累計） 202 人 

・見守り活動を行った対象者の実人数 1735 人 

・戸別訪問による見守り活動の件数 1575 件 

（うち、実際に面会できた訪問件数） 913 件 

・電話訪問による見守り活動の件数 153 件 

（うち、実際に会話できた電話訪問件数） 113 件 

・本人が見守りぼっくすに来所することによる安否確認 24 件 

・ボランティア等を活用した見守り件数 14 件 

 ・その他の方法による見守り件数 151 件 

②  

相談受付状況 

・相談受付け件数 1992 件 

（来所による相談件数） 50 件 

（電話による相談件数） 522 件 

（訪問による相談件数） 1174 件 

（来所・電話・訪問以外による相談件数） 246 件 

・相談受付けにより他機関等に繋いだ件数 410 件 

③  

救急代理通報 

システム 

設置状況等 

・救急代理通報システム設置実世帯数 107 世帯 

・救急代理通報システム発報件数 51 件 

   （正報） 10 件 

   （誤報） 41 件 

・発報を受けて対応した件数 30 件 
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Ⅲ 会議・委員会・業務担当 

  情報交換を積極的に行い、相互理解を深め、施設全体が有機的に機能するように会議

を開催した。短い間で密度の濃い時間とするため、事前の準備を徹底し、会議中は活発

な意見交換の場とした。 

 

１．外部会議 参加状況 

会議名 主催者 回数 

見守りぼっくす連絡会 東大和市   6 

生活支援体制整備推進部会 東大和市  3 

     

東大和市見守り・声かけ活動地区委員会 東大和市社会福祉協議会 12 

ケアマネットやまと ケアマネットやまと 対面 2 

ｵﾝﾗｲﾝ 1 

地域ケア会議 東大和市高齢者ほっと支援センター 4 

相談協力員連絡会議 東大和市高齢者ほっと支援センター

きよはら 

2 

大きな和連絡会 社会福祉協議会 1 

生活支援事業 第 2層協議体 東大和市 33 

 

 

２．施設内会議・委員会 

会議名称 実績 出席者 

全体会議 年 0回 きよはら全職員、しんぼり全職員 

運営会議 年 11回 

 

理事長、苑長、センター長、きよはらリーダー、相談

員、  看護師、事務員、しんぼり相談員 
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安全運転管理委員会 同上 ※運営会議に準ずる 

苦情解決委員会 同上 ※運営会議に準ずる 

事故対策委員会 

（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会） 

同上 ※運営会議に準ずる 

防火管理委員会 同上 ※運営会議に準ずる 

衛生管理委員会 同上 ※運営会議に準ずる 

虐待防止委員会 同上 ※運営会議に準ずる 

しんぼり事業内会議 開催 6回 

 

センター長・相談員 

在宅連絡会 年 0 回 センター長・事業代表者 1名 

 

Ⅳ 研修計画 

  専門職として日々の業務をより充実させるため、職員の資質向上に向け、内部研修と

関係機関・団体が主催する外部研修会への参加を通じて、幅広く基本的サービス援助技

術及び知識の充実を図った。 

 

１． 外部研修 参加状況 

研修名 主催者 日 程 
参加

人数 

第 1 回東京都認知症地域対応力向上研修 東京都健康長寿医療センター 

5/11～6/11 

（オンライン視聴） 

 1 

R5 年第 1 回高次脳機能障害者相談支援研修会 

東京都心身障害者福祉 

センター（オンライン） 

7月 24日 

（オンライン） 

 1 

R5 年度東京都ひきこもりに係る関係機関

向け専門研修 
東京都福祉保健財団 

8月 25日 

（オンライン） 

1 
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R5 年度あんしん講座第 1 回 

「あんしん東大和権利擁護支援検討会議 

シミュレーション」 

東大和市社会福祉協議会 
8月 30日  1 

東大和市高齢者虐待対応研修会 東大和市地域包括ケア推進課 12月 4日 2 

R5 年度あんしん講座第 5 回 

「入院入居時の身元保証問題と権利擁

護」 

東大和市社会福祉協議会 

1月 30日 

（オンライン） 

1 

ケアマネ勉強会 

「身近な意思決定支援について」 

東大和病院地域連携型認知症

疾患医療センター 

2月 14日 

（オンライン） 
1 

R5 年度東大和市地域ケア会議研修 

「地域ケア会議の理解と多職種連携」 

東大和市地域包括ケア推進課 

2月 16日 

（オンライン） 
2 

R5 年度老健事業「高齢者の孤独孤立対策や

家族介護者の負担軽減の支店も踏まえた地

域包括支援センターにおける見守り活動の

効果的な実施に関する調査研究事業」オン

ライン事業報告会 

みずほリサーチ＆テクノロジ

ーズ社会政策コンサルティン

グ部 

2月 28日 

（オンライン） 

 2 

令和 5 年度高齢者見守り事業の強化に向けた関

係者連絡会 

東京都福祉保健局高齢社

会対策部在宅支援課 

 

3 月 21 日 

（オンライン） 

 2 

 

 

２．内部研修 参加状況 

研修名 講師名 日程 
参加 

人数 

メディパスアカデミー  

「ハラスメント研修」 

 3月 26日  2 
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メディパスアカデミー 

「相談援助技術を磨く」 

 3月 29日 2 

 

３．年間業務担当 取組実績 

  関係各所との充分な連携を図り、しんぼり全体の窓口及び統括的な役割を担った。 

担当業務名 取組内容 担 当 

設備・保守 施設の設備保守・管理・営繕等に関わること 相談員 

外部研修 職員の外部研修に関わること 相談員 

広報紙 法人・施設通信の作成・編集・発行 相談員 

 

Ⅴ 環境整備計画 

１．環境整備方針 

 （１）施設全体（共有箇所）環境整備 

     新堀地区会館が定める規定により、共有箇所や屋上、外回り等は館長の指示に

基づき清掃し、全体で美化保健衛生にあたった。 

  （２）環境整備体制 

     見守りぼっくす内は、日々清掃するとともに整理整頓し、美化衛生に努めた。 

  2．感染対策 

  （１）常に感染対策を念頭に、標準予防策を徹底した。 

  （２）新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、ノロウイルス等の各種感染症の

罹患防止に努めた。 

  （３）地域活動においても感染対策の呼びかけや情報提供を行い感染予防策を推進し

た。 
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Ⅵ 防災計画 

１．防災訓練 

   例年、新堀地区会館の防災訓練は年 1 回程度実施予定だが、今年度は会館としての

実施がなく、実績なし。 

 

Ⅶ 事務計画 

１． 事務体制整備、運営財務状況の確認 

きよはら事務員の協力により毎月の月次試算表をもとに収支状況・委託費・予算

等の確認・管理を行い、法人事務局と情報を共有し、契約に基づく適切な運営に

努めた。 

 

２． 設備・備品の整備 

管理台帳を作成し、現状把握に努め管理するとともに、消耗品・器具備品等の節

約に努めた。 

  

３． 事務業務の効率化 

事務業務マニュアルを作成し、マニュアルに基づき事務処理の効率化を図った。 

 

Ⅷ 苦情解決体制及び情報管理体制 

 １．苦情解決体制 

各事業所で提供したサービスに関する相談・苦情については、管理責任者及び担当

者を設置し、正確な状況把握と必要に応じた迅速かつ適切な対処を行った。  

 ２．情報管理体制 

   個人情報保護法に基づき、個人情報の管理責任者及び担当者を設置し、東大和市の 

６５歳以上高齢者名簿の個人情報の管理体制の徹底を図った。 
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Ⅸ 地域貢献事業 

 １．清掃活動 

   新堀地区会館の一員として、常に高齢者率の高い地域の一員であることの自覚を 

持ち、定期的に施設周辺の環境について確認し、会館職員と協力し、必要に応じ清掃

活動等を実施することで少しでも地域に貢献する姿勢で臨んでいる。高齢者世帯の 

多い施設周辺が安全な環境を維持できるよう努めた。 

  

２．広報活動 

戸別訪問時、見守りぼっくす通信、時節に合ったお役立ち情報、市内自主グループやサ

ロン活動、ゆうゆう体操等の情報も併せて配布をして事業周知や介護予防の普及に努めた。 

東大和市高齢者見守りぼっくす通信を年 3 回発行し、社会福祉協議会、自治会、老人会、

サロン、自主グループ、市民センター、地区会館、集会所、JKK 団地事務所、店舗、大き

な和協力機関等に配布した。 

見守り・声かけ活動地区委員会に出席し、事業ＰＲや情報収集、連携依頼を行った。 

 


